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タイルカーペットの需要は、インバウンドの増加等によるホテル等の建築増加に伴う需要増加や、民生用における利用拡大等により増加する一方、ロールカーペットや、織カーペットの需要は減少傾向にある。
また、運送業者の手配難や運送コストの上昇、外注業者の減少といった外部環境の悪化がみられ、収益環境は厳しい状況が続くとみられる。
業界概要　
敷物（じゅうたん・その他繊維製床敷物）は、織る、織らない等の製造方法によって分類される。

織らない方法で生産されるカーペットとしては、タフテッドカーペットやニードルパンチカーペットが挙げられる。タフテッドカーペットは、生産量が最も多く、タフティングマシーンを用いて基布にパイル糸を刺繍し、裏を接着剤で固定して、別の基布を貼りつけて製造するもので、大量生産に適していることから製造コストを低くすることが可能である。
また、タフテッドカーペット等を方形に裁断して製造したタイルカーペットは、オフィスやホテル等の床材として用いられている。タフテッドカーペットやタイルカーペットは、主に業務用に利用され、主な需要先はゼネコンや工事業者である。

ニードルパンチカーペットは綿等を延べて積層し、針で突き刺してフェルト上に絡み合わせて作る圧縮カーペットの一種で、主な需要先は自動車製造業者である。
織カーペットは、手織りと機械織りに分類できる。前者はだん通とも呼ばれ、中国だん通やペルシャ、トルコじゅうたんなどが有名である。後者の代表的な生産品は、ウィルトンカーペットであり、弾力性があり、通気性も良く、変化に富んだ柄を出せるという特徴があり、高級品として用いられる。織カーペットは、主に民生用で、一般消費者が主な需要先である。
大阪の地位　
大阪における敷物生産は、江戸時代末期に始まり、明治中期には堺だん通として全国的に有名になった。戦後は、チューブマットやウィルトンカーペット、タフテッドカーペットに主力が移り、輸出も盛んとなり、全国一の産地として隆盛を極めた。

経済産業省『平成29年　工業統計表（地域別）』（従業者数４人以上の事業所））によると、敷物類の産出事業所数は全国で158事業所ある。その内、大阪府内には76事業所あり、全国に占めるシェアは48.4％である。また、敷物類の出荷額は全国で1,226億円。その内、大阪府の出荷額は420億円で、全国に占めるシェアは34.3％となっている。
敷物類全体では、事業所数、出荷額とも大阪府のシェアは全国で第一位である。事業所数のシェアは低下傾向にあるが、出荷額のシェアは、18年の26.6％を底は回復している。

品目別にみると、全国の出荷額は、じゅうたん・だん通が40億円、タフテッドカーペットが668億円、その他の繊維製床敷物・同類似品が633億円となっている。比較的高級品で、民生用が主な市場であるじゅうたん・だん通の出荷額は敷物類全体の3.0％と小さく、業務用を主な市場とするタフテッドカーペットが49.8％、その他の繊維製床敷物・同類似品が47.2％と大部分を占めている。
品目別の全国に占める大阪府のシェアは、じゅうたん・だん通が81.5％、タフテッドカーペットが47.2％、その他の繊維製床敷物・同類似品が4.8％である（経済産業省『平成29年　工業統計表（品目別）』（従業者数４人以上の事業所））。
府内での立地は、堺市、和泉市、岸和田市に集中している。敷物全般の企業規模としては、10人程度が多いが、傾向として、タフテッドカーペット、タイルカーペットは比較的規模の大きな業者が多く、じゅうたん・だん通については中小規模の業者が多い。
販売については、規模の大きな業者は、関連企業である販社経由で販売するケースが多く、中小規模の業者は、卸売業への販売や、規模の大きな同業者向けのＯＥＭ生産が多い。
　需要には改善がみられる　
29年は、出荷数量、販売金額が前年比それぞれ1.0％増、1.0％増となっており、28年（0.6％増、2.9％増）に続いて前年比増加となっている。（経済産業省『生産動態統計』）。
　業者による設備投資への取組の違いが鮮明化　

設備投資に関しては、工場を新設する業者や、形状や色調等のデザイン性に優れた設備を導入し、付加価値向上、競争力強化を図るための投資、外注業者の減少に伴う内製化のための投資を行う業者がある一方、更新する設備が高価であるため、老朽化した設備を使用し続けている業者もある。
外国人技能実習生を受け入れる業者が増加
雇用面では、給与等の待遇改善に取り組むことで、従業員を確保できているとする業者もあるが、若い年齢層の従業員の応募が少ないことや、定着率が低い業者が多い状況である。そのため、退職者の再雇用や定年延長等への取組みに加えて、外国人技能実習生を受け入れる業者が増加している。
また、近年、同業者からの外注先として賃加工を行っていた小規模業者や、紡績業者、染色業者の廃業が増加しているため、その対応策として内製化を進める業者も増加している。ただ、「働き方改革」に伴う人件費の増加、残業時間の上限等により、内製化していく上での負担の増加を懸念する業者もある。
輸入、輸出とも増加傾向

自動車用フロアマット等の一部製品において、中国での製造コスト上昇等による国内生産への回帰の動きもみられるが、輸入量は増加傾向にあり（財務省『貿易統計』）、民生用のバスマット等の安価な製品については、依然として競合する一部の国内業者の経営を圧迫している。また、インバウンドの増加や、2020年の東京オリンピック、パラリンピック、2025年の大阪万博開催等によるホテル等の建築増加とそれに伴う需要増加を期待した海外業者による営業活動が活発化しており、業務用においても競合を激化させている。
輸出については、アジアを中心に、中国製品の品質に満足していない需要者層を対象として、拡大させている業者も現れている。

収益環境は厳しい状況が続く
コスト面では、塩化ビニル樹脂やナイロン等の材料価格が上昇している。また、サイズが大きく、重量の重い敷物の取扱いを断る運送業者が増加している。特にチャーター便とする程の需要量のまとまらない地方都市への運送業者の手配難や、運送コストの上昇が恒常的な課題となっている。これに対し、折り畳める製品や製品の軽量化で対応を図る業者もあるが、高級感を出すことが難しく、低価格製品が大部分で、収益面での改善は厳しい状況である。
業務用のゼネコンや工事業者、製造業者等向け製品においては、ゼネコン等の需要先の価格決定力が強いこと、民生用の一般消費者向け製品においては、輸入品や同業者間の価格競争に加え、代替材である他の床材との競合が厳しいことから、コスト上昇分をすべて販売価格に転嫁することは困難である。民生用の製品、業務用の製品とも収益環境は厳しい状況が続いており、29年10月には、明治37年創業の老舗業者（ニッシン㈱）が、資金繰り悪化により破産申請を行っている。
デザイン性強化や対象市場拡大への取組み　

民生用については、今後も安価な製品については輸入の大幅な減少は見込めないと考えられ、対応策として、輸入製品の弱点といえるデザイン性強化が図られている。また、業務用が主な需要先であるタフテッドカーペット等においても、同様に形状や色調等のデザイン性を重視した製品開発が見受けられる。他には、人工芝による学校や、織カーペットによる高級列車等、従来、敷物の使用が少なかった市場の開拓への取り組みが進んでいる。
今後の見通し　
タフテッドカーペットや、タイルカーペットは、主に業務用に利用されている。ただ、カーペットを施工する技術者の減少や、運送負担（サイズ、重量等）が大きいこと等により、タフテッドカーペットの中でもロール物と呼ばれる製品の需要が停滞する一方、施工や運送が比較的簡便なタイルカーペットの需要が堅調である。また、民生用においても、業務用と同様の理由（施工する技術者の減少や、運送負担が大きいこと）により、タイルカーペットへの需要が増加している。
このような状況において、民生用から撤退し、業務用のタイルカーペット中心に事業の再編に取り組む業者も現れており、施工技術者の減少や、運送負担増といった外部環境への対応の重要性は増していくものと考えられる。
（木村　和彦）
※前回の調査時期は、平成26年10～12月期
業種別景気動向調査　平成30年（2018）年10～12月期
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